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：台北駐 日経済文化代表處。

　国連 へ の 加盟意欲、経済の 南向 （進）政策 、 対 日

外交 の 開拓な ど 、 こ れ まで 蒋介石 、 蒋経国父子の 時

代と
一

味違 っ た や り方を す る。

　彼 自身 の 日本文化体験か ら、 台湾の 文化を以 前よ

り自由奔放に させ た の で ある 。 テ レ ビ で は 、 日本語

の テ レ ビ番組例えば 「お しん」、 「武田信玄」、「志村

大爆笑」 など堂 々 とバ イ リ ン ガ ル で 放映させ た 。

　最近 、 李登輝総統 は 「社区意識」を提唱 して い る 。

こ の 「社区意識」 の 源は明治以降の 「町村意識」 で

ある。日本経済 の 「雁行理論」 も彼に採用 され 、 国

際分業に 活用 され て い る よ うで あ る
（注 2D）

。 李登 輝

総統の 「経営大台湾」 （大きな台湾 を作 ろ う） と い

う ス ロ
ー

ガ ン の 背後 に は、凵本が文化を輸出す る の

と同 じよ うに台湾文化 を輸出 しよ うとする意欲 も窺

え る 。

　政治外交 の 面で は 、 許水徳や林金莖な ど、 囗本語

の で きる台湾本島出身の 外交官 を駐日代表 と して 任

命した 。 こ の ポ ス トは蒋介石、蒋経国父子 の 時代 に

は 、 日本語の で きな い外省出身 の 人物が 占め て い た

の だが 。

　教育改革 の 例 と して は 、 今 まで 大学 1 年生 の 必須

科目で あ っ た英語を大学外国語 に切り替え るなど で

ある 。 更 に中学校、 高等学校で も日本語を含む諸外

国語の 学習 も許された 。 大学入学試験の 語学科H が

もっ と多様化 され るよ うに と
一

連の 改革が行われ る

の は文化 の 豊か な台湾 、 そ して国際的な台湾を作る

ため で ある 。

　李総統 の 政治の 改革に は反対 の声が あ るが 、 文化

の 改造に つ い て は皆が温か く見守 っ て い るよ うで あ

る 。 政治の 功罪を別と して 、 21世紀 に 向 けて 台湾

に は、李総統の ような豊富な文化休験 と多様な語学

の 才能を持 っ て い る国家元首が必要で あろ う。

（注）

｛1） 許　漢　1993 「李登輝 の 七十年』臺 灣開今文化

　 26P

（2） 松本
一

雄　1994『外國入眼中的李登輝」臺灣國

　際村文庫書店　41p

（3｝ 司馬遼太郎　1994　「台湾紀行」 朝 日新聞社

　195〜196p

（4） 陳榴明　1995 臺灣版 r九十年代』月刊三 月號
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1993年開催の台北国際宇宙航空技術博覧会。 　 写真提供 ：台北駐 日経済文化代表處 。

たか ら、 李登輝総統の 日木語 に は 懐旧の 念を抱 い て

い る の で あろ う。 司馬遼太郎は こ う言 う。

　　　 李登輝さん と は、むろ ん初対面で あ っ た 。

　会う前か ら懐 か しさをお ぼえ て い た の は 、

一っ に

は 、
こ の 人 も私も、旧 日本陸軍 の 予備役上官教育 の

第十一期生だ っ た こ とで ある 。

（注 18）一 一

　 しか し、灼応の 上 手な司馬遼太郎 も李登輝総統の

日本語の 断層 （40 余年 の 空 白期） を察 した か の よ

うに、

　「……
と もか くも私 は 、 李登輝さ ん の 日本語の 能

力を借用 して 話を して い る」
（注 19）

と述 べ て い る。

　っ まり、 司馬遼太郎は李登輝総統 の知 らな い 日本

語 の 表現を 避 けて 李総統と対談するわけ で ある 。

　以 上若宮清の 話 とは
一見違 うと思われ るが 、 両方

と も正 しい と思 う。 若宮清 は東南 ア ジ ア諸国 の 元首

を比較 の対象 と した の で あ り、 司馬遼太郎 は 日本の

旧制高校生 を比較 の 対象 とした の で あ る か ら 、 当然

違 っ た見解が 出て きて 、決 して 矛盾で はな い と思 う。

　司馬遼太郎は李登輝総統 と同 じ教育背景な ど の共

通点を持 っ て い るた め に 、 李登輝総統の 日本語に懐

か しさを感 じて い る 。 若宮清は
一人の記者 と して 、

日本人で な い 外国の 元 首の 日本語に敬服 の念 を抱い

て い る と考え ら れ る 。
い ずれ に せ よ 、 李総統 は 日本

人の 心 に訴え る日本語で 日本 と台湾 と の外交関係を

よ り
一層発展 させ た と言えよ う。

五、結　　論

　前に も述 べ た ように 、 李登輝総統 は日本統治時代

の台湾に生 まれ 、 閙南語を母語 と し 、 そ して 22歳

ま で 口本の 教育 を受 け、 LI本語を身に付 け、国民政

府が台湾に移 っ て か ら北京語 を習 う。 それ か ら、 ア

メ リカ に留学 して 、 英語 も勉強 した 。

　っ ま り、文化の 面に お い て 、 客家の 文化、闘南 の

文化 、 日本 の 文化、 中国大陸の 文化 、 ア メ リカ の 文

化な ど多様 な文化を遍歴 して き た わ け で あ る 。

　言葉 の面 に お い て 、 闔南語、日本語、北京語 、 英

語な どが達者 で 、ま る で 語学の 天才の よ うで ある 。

こ うい う豊か な 文化体験 と語学能力は当然一人の人

間の視野を広くさせ る こ とがで きる 。 政治施策 の よ

しあ しは別 と して 、 李登輝総統の 国際感覚 は蒋介石

総統や蒋経国総統 よ り鋭 い と思 う。
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服 して い る。若宮清 は東南ア ジ ア 数 ケ国の 国家元 首

にイ ン タ ビ ュ
ーした経験を持 っ て い る。 彼 の 話で は

F 本語 の 造詣か ら言えば 、 李登輝の 右に 出る者 は な

い
。 李登輝の話す 目本語 は

“
貴族の 日本語

糎
で あ っ

て 、他の 国家元首は 彼 の 足元 に 及 ば な い だ け で な く、

一
．般の 日本人で もっ い て い け な い ．

　李登輝が 日本 の 賓 客を 接見 す る場 面が よ く台湾

の テ レ ビ ニ
ュ

ー
ス の 画面 に 映 る 。 台湾の 人 々 は 目

本の 賓客 と日本語で す らす ら話 して い て 、 真ん 中

の 通訳 の 存在が忘 れ られて い る と感 じさ せ られ て

い る 。 李登輝 の 言葉に 対 す る 自信 はか な り印象的

で あ る c

（注 13）

　 国家元 首を取材 した 日本入記者が エ チ ケ ッ トと し

て 、李登輝総統の 目本語 の 能力を ほ め た の も不 自然

で は な い 。 小学校か ら大学 まで 完全な 日本教育を受

け 、 22歳 ま で 日本人 だ っ た李登 輝 は あ る 程度日 本

語の 能力を身に っ け て い る に 違 い な い
。

　 彼の 北京語 の 演説 の 中に 、 「
一

代建 国」、「一一個犠

牲、　二個霊魂 、 三 個能力」
（注 14）

「孔固力 （コ ン ク 1ト

ト c。ncret ・）j　
’
（注 15）

な ど の 日本式の 表現が頻繁に 出

て くる
。

こ れ は 、 李登 輝 の 思想 の 深層 は 「i本語 で

構築 され て い る証閉 と謡え よ う 。

　 しか し、戦後 、 E，0 年間 、 日本 語に は 大きな変化

が起 き て い る 。 英語 な ど外国語の文法に 影響 され て 、

日本語 の 文法 自身が 徐々 に 変化 して い る 。 外来語 の

氾 濫 もあま ぐる しい
。 El本 国内に生活 しな い と 、 戦

前 い く ら日本語の 蓄積が あ っ て も、 急に現代 日本語

の 環境 に置か れ る と 、 慣れ な い こ と が 想像で きる 。

　李総統の 夫人曾文恵女史 も日本の 教育を受け、家

庭内で 李総統 と閲南語や 日本語で話す。 李登輝総統

は仕事の 後 、 家 に帰 り、浴衣 に着替 え 、 ソ フ ァ
ー

に

座 っ て 、NHK の 連続 ド ラ マ を鑑賞す ると い う。

（注 16）

　 しか し、 夫人 と の 問 の 日常会話は 生活の 話題 に β艮

られ て い る の で 、 知識的、学問的な もの で は な い と

考え られ る 。 台湾で は、MIK を 受信 で き る よ う に

な っ た の もっ い 最近 の こ と で ある。そ れ に 、 テ レ ビ

と対談す るわ け に は行か ない の で 、
一

方通行 の 形 で

日本語を受け入れ る。

　珂 しろ 、 李登輝 と現代 日本語の 間 に はか な り長 い

空白期が あ っ た はずで ある． 少な く と も 40 年 ぐ ら

い の 知的日本語か ら離れ た と考え られ る 。 融馬遼太

郎 の ギ台湾紀行』 の 記述 に も こ の 点が 裏付け られ る

李総統 ｛写真麒 ・台北駐 日 経 済文 化 代表處〕

と思、う。

　『…私 と話を して い る あ い た
、 李登 輝 さ ん は 、 と

きど き 日本語の単語を凌忘れ した。「あれ は 、何 と

い うん だ っ たかな 。 何 さん」

と
、 そ ぼ に い る何既 明さん に聞 い た

。 そ の っ ど無口

な何 さ ん は 、 目覚め た よ うな顔を して 、 ぶ っ ぶ っ と

呟や い た 。 李登輝さん は 手を拍 つ よ うなあか る さ で 、

「あ、そ うだ っ た 」 と言い 、話 を っ づ ける と い っ た

ぐあ い で あ っ た 。

………中　略
……

た しか に こ の 入 の d 本語 は、模範 的で あ る c

　た だ
、 話 して い る うちに 、敬語が面倒 に な っ て き

た の か 、 そ れ と も 、 私に 親 しみ を覚え て くれ た の か、

旧制台北 高校の 学生 こ とば に な っ た 。

……
雲

（注 丁η

　以上 の 描写か ら見 る と、李登 輝総統の 日本語 は旧

制高等学校の 模範的 な もの であ り、現代的な 日本語

で はな い し、 話 して い る と き、 rr本語の単語を とき

ど き忘れ て、決 して 、 流暢 な 現代的 目本語 で は な い

と考え られ る 。

　司馬遼太郎は李登輝 総統 と共同 の 文化背景が あ っ
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も 、 足踏み した か もしれ ません 。 」 李登輝 さ ん の 場

合 も、同 じ苦労 を なめ た はず で あ る。

　彼 （註 ・ 李登輝） の 台湾語 、 英語 、 日本語 の い ず

れ もが 国語 （北京語）よ り流暢
……と前掲 の 本 の 巻

未 に 、 彭懐真と い う人が 書 い て い る 。

．一一

　李登輝総統の 語学の 学習歴 と して は、開南語 、日

本語、英語、国語 （北京語） と い う順序で あ る 。 中

学校時代か ら、 英語 の 学習が始 ま っ て い る 。 しか し、

英語は 日本語 の 力よ りず っ と弱か っ た よ うで あ る。

　「李登輝の う まれ っ きの 才能は あ ま りよ くな い
。

学校で も最 も弱 い 科目は英文と計量経済で あ っ た
。

彼 は同級性 の 郭蜿容 （元財政部長 、 経済建設委員会

主任委員） と同 じよ うに 日本語 の 参考書を使用 して 、

英語 の 不足 を補 っ た」 と い う 。

（注 11）

　 ア メ リカ に 3 年半 ぐ らい 留学 の た め に 滞在 したけ

れ ど も、 李登輝の 英語の 能力は 日本語の レ ベ ル に達

して い な い の は 確 か で あ る 。 1951年 、李 登 輝 は

「美中基金会」 の 奨学金 を もらい 、 ア メ リ カ の ア イ

オ ワ州 ヴ大学に 留学 し、 農業経済を専攻 した 。 1954

年帰 国 した後 、 台湾省農林庁に就職 し、 公務員に な っ

た の で あ る 。

　 前 に も触 れた よ う に、李登輝 は一 け政府 の 役 入を

志す 以上、f国語」 の 北京語 の 勉強 に 腐心 しな け れ

ば な らなか っ た 。 終戦を迎え、国民政府が台湾に引 っ

越 して きた とき、李登輝は 彼に と っ て 新 しい 言語で

あ る北京語 の 学習 を始 め た 。

　 22歳 の 年 で 新 し い 言語 を学 習す る の は遅 れ ばせ

な が らも、当時 の 環 境か ら見れば止む を得 な い こ と

で あ る。
い ずれ に せ よ、台湾農林庁に 入 っ た時、李 登

輝 はある程度北 京語を身に っ けて い た はずで ある。

　 しか し、 李登輝は 「北京語 よ り日本語が流暢で 、

客家語 よ り蘭南語が達者で 、
2 度 ア メ リカ に 留学 し

て 、 合わ せ て 3 年半滞在 し た が英語 が ペ ラ ペ ラ し ゃ

べ れ な い
。

　 ア メ リカ元大統領 フ ォ
ー ドが台湾を訪れ た と き、

李登輝総統 と ゴ ル フ の 試合をや り、ス ター トか ら終

わ りま で 、李登輝総統 は英語で 会話を した言葉が 少

な く、宋楚瑜の 通訳 に 頼る しか な い 。 　
’

　 李登輝総統の 通訳官 で ある中央通訊社社長 の 洪健

昭の 話 で は 、 李総統 が外国 の 賓客を接見す る とき、

英語 で 表現 で き な けれ ば、闘南語を話す 。 突然、目

本語を話す こ と もあ る の で 、
3種類の 言葉が で き な

け れ ば、李総統 の 通訳官を担当で きな い と い う 。

（注 12＞
Q

　李登輝総統 は国家元首に な っ た後 も日本人 の 賓客

を 接見す ると き、自分 の 立場を忘れ て 、 通訳官が い

て も 、 通 訳 を通 さずに 直接 日本語で 日本の 賓客 と対

談す る癖が あ る 。

　外交上 こ の 勇み足の 言語行動 は
一

国 の 言語 と して

タ ブ
ー

で ある。 李登輝総統 は 日本語 に か な り自信を

も っ て い て も、 日本入 の 賓客 と話す とき 、 相手 の 国

の 言葉な の で
、 録音さ れ た ら外交上 の 問題 に な る恐

れ が あ る Q しか し、 通 訳官を通 じて 話 せば 、 問題に

な っ て も 、 通 訳官が責任 を取 る こ と に な る 。

　 ち ょ うど、総理大臣が た とえ車の 運転 が上手 で も、

運転手に 運転 させ て 、 自分が運転 しな い の が
一
般的

で あ る の と同じで ある 。 万が
一

、 事故を起 こ して も、

総理 大臣が責任 を問われ ず に済む の と同 じ原理 で あ

る 。

　 1994年 9月 9 日 の 中時晩報 の 報道 に よ る と 「李

登輝総統 は流暢な 日本語 で、40 分 に わ た っ て
、 日

本衆議院議員訪問団に 中華民 国 の 発展の 経験 と 、 台

湾 ・大陸 と の 関係を紹介 し た j とい う。

　 テ レ ビ で も、よ く李総統と 日本 の 賓客 と対談する

画面が 紹介され る 。 そ の とき、李総統の 日本語の 声

がよ く聞ける。
ベ テ ラ ン の外交家の 目か ら見れ は 、 こ

れらの 言語行動はかな り危険であり、 勇み足で ある。

　 しか し、日本語の分 か る外国 の 元 首として 、 日本

人 の 心を打 っ に 違 い な い
。 日本入 は英語 の で き る外

国人 に敬服す るが 、 冂本語 の で きる外国入 に親近感

を も っ て い る と思わ れ る 。 李総統は あ る意味に お い

て 、 外交 の 習慣を守 らな い けれ ど も、 成功 した 対 日

の 外交官で あ る と思 う 。

　 さ て 、 李登輝総統は 日本語の 造詣が深 い か ど うか

と い う問題に 触れ た い c

　 「中学時代 、 李登輝 は数学 と英語 の 成績は ま あ ま

あ と い うと こ ろ な の で 、 漢文と 日本文学 に も っ と力

を入れ た 。 彼は 日本文学に は 『
．
占事記』か ら江戸中

期の 本居宣長の 『琶勝間』 の 随筆集 な ど を徹底的 に

読み こ な した c

　 日本語に力を入 れ たた め に 、 模擬テ ス トの 成績 は

良 くて 、
い っ も先生 をび っ くり さ せ た程で あ る 。 今

で も李登輝 は 自分 の 日 本語 の 造詣に か な り自負 して

い る 。

　 口本人記者 の 若宮清 は李登輝 の 日本語の 造詣に敬
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’

L

tg94年の 国慶大会に参加 した夫群衆。　 写 真 提 供 ・台北駐 日経済文化代表處 ．

帰 り、台湾人学農業経済学科 に編入 され た 。

（i18 ）

　 っ ま り 、 小学校か ら大学卒業 まで （台湾大学の 1

年間 を除 い て ）、李登輝 の受 け た 教育 は 完全 な 日本

教育だ っ た 。 母語 の 聞南語は 勿論、日本語に もか な

り 「1信 を持 っ て い る は ずだ 。

　台湾大学 の卒業論文は中国語 で 提出 しな け ればな

らな か っ た の で 、李登輝 は日本語で 卒業論文 を作成

して か ら大陸か ら就学に来 た方生 とい う 2年上 の 先

輩に 依頼 して 、 中国語 に訳 して もら っ た後、学校に

提出 した そ うで あ る 。

（注 9 」

　終戦直後 、 多 くの 台湾出身の イ ン テ リの抱え た苦

悩と同 じ よ う に
、 李登輝 も日本語 の 思考様式か ら中

国語 の 思考様式に 転換 し た 苦悩 の 時期が あ っ た はず

で あ る。 学校 で は、「あ い う え お 」 の 教育か ら 「勹

ヌ 冂匚」 の 教育に 変わ っ た こ とは 、知識人 に と っ て

今昔の 感が あ っ た に 違 い な い 。

　台湾入作家鍾肇政先生 ご 自身の 経験談 に よ る と 、

彼 は 日本統治時代、 胃本語で もの を考え 、 日本語で

作品を書 い たが 、終戦後、 日本語で もの を考え 、 中

国語に訳 し て
、 創作活動を続 け たそ うだ 。

　公 の 場で 「国語」 の 北京語 の 使用を強要 さ れ る時

期が台湾 に あ っ た 。 特 に 政府の 役人を志す台湾人 は

「国語」の 北京語が で きな け れ ば、 す べ て の 門が 閉

ざ された の で あ る。

　司馬遼太郎 は 『台湾紀行』 の 中で こ の こ と に も言

及 して い る 。

9注 lo；，

　
一 一

戦後の 台湾に お ける言語事情 に は 、 北 京語

の 導入と い う こ とが ある 。 大陸か ら国家 そ の もの が

引 っ 越 し て き た た め に 、 本島人 に と っ て も 、 北京語

が で きな ければ 、 大学の 講義 も聴 けず、就職もで き

なか っ た c、

　「大変で した」 と、 の ちに新営で 会 う開業医 の 沈

乃霖先生が い っ た。っ い で なが ら、沈姓は新営地方

の 名族で 、こ の ひ と は 昭和初年 の 東京に 留学 し、学

位を東大医学部で もら っ た 。

　家て は 、 台湾語を っ か うが 、 そと で は 日．本語で あ

る 。 戦後 は 日本語を す て て 、 北京語を習 っ た 。 診療

の と き の 会話 も、 学会の 発表もす べ て北京語 に な っ

た の で あ る
。

　「まだ 三 ｝
．
代 で 研究心が旺盛 な 時期 だ っ た の で す

が 、 北京語 の 学習 の た め に ずい ぶ ん 時間 と精力をっ

か い ま した 。 ひ ょ っ とす ると、台湾ぜ ん た い の 学問
”
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国慶大会で 会場の群衆に手を振る李総統 。 1994年 10月 10 日。 　 写 冥提供 ：台北駐 日経済文化代表處。

京語 を 「国語」 と定 める の が おか しい と反発する独

立派もい る。 台湾 の 多数 の 住民が話 して る閲南語 を

「台湾語」 と称 して 、 将来台湾の 新 し い 「国語」 と

し て 制定す べ きだ と い う声さえあ る。

　 い ずれ に せ よ、「台湾語」 と 「中国語」 の 概念は

政治の 立場 に よ っ て 、 解釈も違 うと言え そ うで ある 。

　李登輝総統の発言に は国民党 の 政権を台湾化 しよ

うとす ると同時に 、 多数の 台湾の住民が話 して い る

閲南語を台湾の 「国語」に しよ うと して い る意図 も

窺え る。

四 、 日本語が 教育言語 で あ っ た

　李登輝が生まれ た時 は 1923年 （大 M12 年） で あ

り、 日清戦争に清朝が負け 、 日本が台湾を領有 して

か らもう 28 年が過 ぎて い る 。 こ の 時 、 日本語 の 教

育 はか な り普及 し て い る 。

　1929年 、 李登輝は 6歳 で 汐 IL公学校 に 入学 し 、

1932年 9歳 の 時南港公学校 に転校 し、 3 年生 に編

入され、1933年 10歳 の 時 、 小基隆公学校 （現在の

台北県三芝国民小学校） に転校 し、 4年生 に編入 さ

れ 、 1934年 11歳の 時、 淡水公学校 を卒業 した 。 小

学校時代 の 李登輝は父親李金龍 の 転勤 に よ り、小学

校は数回 も転校 した 。

　日本統治時代の 初等教育 におい て は、日本語を常

用 しな い者を公学校、日本語 を常用す る者を小学校

に 収容 して い る。

　っ まり 、 台湾現地人の学童が公学校に入学 し、 凵

本人の 学校が 小学校に入学す るわけで ある 。 李登輝

が公学校に入学 したと き、 日本植民地 の台湾の 教育

は もうか な り普及 して い る 。 1935年、彼 は公学校

を卒業 した後、台北第二 中学校 の 入学試験 に落 ち、

止む を得ず 、 淡水公学校の高等科 に 2年間燻 っ て い

た 。

　 1939年、李登輝 は 15 歳 の 時 、 台北国民中学 （現

在 の 台北市泰北中学） に入学 し 、 1939年淡水中学

校 （現在 の 台北県淡江中学）に転校 し、 2 年生 に編

入 され、 4 年生の 時 、 学級を飛 び越す試験 に受か っ

て 、 台北高等学校 （現在台北市 の国立 台湾師範大学

はそ の 跡地）に進学 した 。

　 1943年 20歳 の 李登輝は渡 日 して 、 京都帝国大学

農業経済学科に入学 し、
1946年終戦直後 、 台湾に
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（台湾 に は闘南語を話す人口 の比例が 高い た め 、 台

湾語 と言えば 閾南語 を指す場合が多い 。 しか し、 厳

密 に 言えば台湾 に は原住民 の 言葉や客家語や北京語

な ど も使用 さ れ て い る の で 闇南語を台湾語 と見なす

こ と自体問題 が あ る） の 効果を次 の よ う に素直に 認

め て い る。
（注 6 ）

李 （注 ・李は 李登輝 以下同じ）

　　　い まは擲土の 教育が 多 くな っ て き ま した
。 台

　　　湾の 歴史 、 台湾の 地理、それ か ら自分 の ル ー

　　　 ッ な どをも っ と国民学校の 教育 に入れうと い っ

　　　て るん で す 。 台湾の こ とを教えずに 大陸 の こ

　　　とばか り覚え させ る な ん て、ばか げ た教育で

　　　 した 。

司馬 （注 ・司馬 は司馬遼太郎　以
一
ド同 じ）

　　　こ うい う発言が 台湾で は 、 五年 ほ ど前に は で

　　　き な か っ た 。 台湾は新 し い 国に な っ た ん で す

　　　ね 。

李

司馬

李

司馬

　

馬

李

司

台湾語 を話す こ と自体が 大変で した 。 私の 息

子の 時代 は、学校で 台湾語を し ゃ べ っ た ら 、

日木統治時代 に 台湾語 をし ゃ べ る と処分され

た よ う に処分され て い ま した。中国語だ けが

許され た 。 私は い ま率先 して 台湾語を話すん

で す 。 もうそ う い う こ とをや らな くち ゃ 。 選

挙で 演説に 回 っ た と き も全部台湾語で や っ た

ん で す。

闔南語 （台湾語） で ？

そ う よ。台湾の 人 々 の 聞きた い こ とを 、 た と

え ば雲林県 に 行けば、田舎こ とば が あ る
。 そ

の 田舎 の 言葉で 演説す ると皆が ピ ン と くる 。

中国語 で い っ て こ
．
らん な さ い 、わ か っ た もの

じ ゃ な い
。 そ れを台湾語で ポ ン とや っ た ら、

こ れ は わ れ われ の こ とを考 え て くれ る人だ と

思 う。

英語は七〇 パ ー
セ ン ト以上 フ ラ ン ス 語が 入 っ

て い ますが 、 フ ラ ン ス 語を多 く使 っ た 詩は硬

い そ うで す 。 と こ ろ が、 イ ギ リ ス の 古来の こ

とば だ け で 詩を っ くる と非常 に人の 心に 訴え

る。

シ ェ
ーク ス ピ ア み た い に ね e

日本の 例を い えば、京都の 第三高等学校の寮

歌 「紅 萠ゆ る」 は大和 こ とば で つ くられ て い

る 。 第一
高等学校の 「鳴呼玉杯 に 花 うけ て 」

は漢語で っ くられ て い る。 ど うも心 に 訴え、

　　　残 っ て い る の は 「紅萠ゆ る」の ほ うだ とい う

　　　人が い る。 台湾語 は台湾 の 大和 こ とばですか

　　　 ら、入 の 心 に 訴え る よ う で す ね 。 」

　こ の よ う に 、 司馬遼太郎 と の 対談の 中 で も李登輝

は は っ きりと 「台湾語」 と 「中国語」 の 違い を意識

して い る。 そ もそ も 「中国語」 の 意味 は非常 に瞹眛

で ある。 政治的観点 か ら見れば、「中国入」 の 話す

す べ て の 言葉 は中国語に 属 して い るよ うで あ る 。 中

華人民共和国政痾の 見解で は台湾 は中華人民共和国

の 領土 の
一

部 と主張 して い るた め 、 台湾語 も中国語

の 方言の 一一・
つ と見な して い る。

　こ れ に対 して 、台湾は
一

つ の 新 しい 国で あ ると主

張 して い る台湾独立派の見方と して は 、 「台湾語」

と 「中国語」 は別 の 国 の 言葉で あ る と し て い る。

　李登輝総統の 司馬遼太郎と の対談 に は次 の よ うな

発言が あ る 。

李 　 い ままで の 台湾の 権力を握 っ て きた の は 、 全

　　　部外来政権で した 。 最近私 は平気で こ う い う

　　　こ とを言 い ます 。 国民党に して も外来政権 だ

　　　よ 。 台湾人 を治 め に や っ て きた だ け の 党だ っ

　　　た
。

こ れ を台湾人の 国民党に しな ければ い け

　　　な い
。

（注 ア）

　 こ の 発言 に よ っ て 、 李登輝総統 は与党 の 国民党党

内の外省人の 元老 と与党か ら離脱 して 中国統
一・

を叫

ぶ 新党 に 激 し く批判され、台湾独 立の 色彩に彩 られ

て い る。 中国人民共和国政府も李登輝総統が台湾を

独立の 国家に す る意図を持 っ て い る と警戒 して い る 。

　現在 、 大陸で は、全国 の 共通語を 「普通語」 と称

して 、「北京語」や 「中国語ゴ や 「国語一1 な ど と言

わ な い
。

っ ま り、公 の場合 、 また は 一般 日常生活 の

場合、中華入民共和国国内の 各民族の 間で 通用す る

言葉は …

一
普通語」 で あ る 。 こ れ に 対 して 、台湾の 国

民政府 は 「北京語」を 「国語一i と定め
、 今で も 「北

京語」 は官定 の 言語 と Lて 使用 さ れ て い る。

　普通 、 国民政府の 教育 を受け た台湾の 人々 は 「国

語」 を話す一
方、 自分の 母語 （例え ば、闇南語、客

家語 、 原住民の言葉な ど）を も話す 。

　 しか し、 言語学 の 見地か ら見れ ば、台湾で 使用 さ

れ て い る 「国語」 は純粋な北京語 で は な い 。 単語や

発 音な ど の 面 に お い て 、 台湾 の 「国語」 で あ る北京

語 は 本場 の 北 京語 とかな り違 う。

　 しか も、台湾 を一
っ の 新 しい 国 に する た め に

、 北
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　を作 っ て
、 祖先の 骨を埋 め る。

｛3｝ 女性は野良仕事をす る かたわ ら、 家庭 をよ く管

　理 す る 。 男性 は 、 安心 して遠方 に 出稼 ぎで きる 。

  　貧乏に 堪え 、 瘠せ た土地 に も定住 して 、農業牛

　産が で き る。

  　客家人同 1：の 団結心が 強 くて 、 村の 自警団を組

　織 し、外敵 か ら 自分 の 村を守る 。

駐 2）

　李登輝の 父親も母親 も客家人の 洫1統を 引い て い る

の で、李登輝の 性格 は 客家 入の 特色を持 っ て い ると

思われ る 。 司馬遼太郎 の 『台湾紀行」 の 中に 、 次の

描写が あ る 。

　　　 花蓮 の ホ テ ル で 、家族旅行中 の 李 登輝 さ ん

に 冉会 した 。 食事の前 、 李登 輝 さ ん が例 の 旧制高校

生の言葉で 、 開口 早々 に い っ た 。 「司馬 さ ん 、僕 は

客家な ん だ」。

（注 3 冫

　 こ の描写か ら見て 、 李登輝が客家 人で ある こ と は

事実で あ る 。 彼 は総統府 の 秘書長の呉伯雄 （客家入）

を通 じて 、自分が 客家人で あ る こ とを客家人に 説明

し、 こ れか ら客家語 を勉強す る つ もりだ と述 べ て 、

客家人 の 団体の 支持を得 よ うと して い る。

（注 4）
しか

し、 公 の 場で 自分が客家入で ある こ とを ｝回 も言及

して い な い し、客家語を話 した こ と もな い
。

　 こ の 「こ れか ら客家語 を勉強す る っ もりだ」 と い

う表現は
、 裏返 し て 言え ば客家語が で きな い と い う

こ と に な る で あ ろ う c 李総統は客家入 の 鯉 を引い て

い て も、何故、公 の 場 で 自分が客家人 で ある こ とを

明言 した が らな い か と い う と、恐 ら く、台湾の 住民

の 多数を占め る閥南人の 支持率を配慮 して い るか ら

だ ろ う。

　 ク リ ス チ ャ ン で ある彼の家庭の 祈祷式も閲南語で

行われ て お り、 客家語で 行 われ た こ とは
一度 もな い

。

李登輝総統の 閾南語 と北京語 の テ レ ビ 演説は 自分 の

声で録音 した もの で ある が 、 客家語 の 場合は 客家入

の 通訳 に頼 ら な けれ ば な らな い と い う事実な どか ら

見る と、李登輝 は 客家人 の 血統 を引 い て も客家語が

で きな い と考え られ る。

　 多分、李登輝 の 祖先 が台湾に移民 し て 来て 、関南

人 の 多い 台湾北部 の 淡水三 芝地区に 定住 した時間が

長 い ため に 、 現地 の 闡南人 と融合 し、言葉 の 面 も客

家語 を忘 れ、闘南語 を覚 え る よ うに な っ た の で あ ろ

う。

　 実際 、 台湾に 移民 して き た客家人は
一部分 の 地域

（例えば 、 桃園 、 新竹 、 苗栗 、 花 蓮の 鳳林、高雄 の

美濃な ど） を除い て 、 殆ん ど婚姻 や就職 の た め に 闘

南入に 同化 した 。 厳密 に 言え ば、台湾の 住民 の 中に

は 、 血統上純粋 な客家人が 多い が 、 言葉の⊥ で は、

客家語 を忘れ、聞南語を母語とす る入がか な り多い

と考え られ る 。 李登輝 もそ の 中の 一人 と言 え よ う。

三 、母語 は闔南 語

　日本植民地時代 、

一部分 の 「国語家庭」を除 い て
、

殆ん ど の 闡南人の 家庭 で は 、 闘南語が使用 され て い

た 。 皇民化運動が 始 まる前は 、

一
般社会 に お い て 、

闘南語 の 使用が 特 に禁 じ ら れ て い なか っ た よ うで あ

る 。

　李登輝総統 の 父親李金龍 は Ei本植民地時代、刑事

を務 めた こ とがあ り、 仕事の 関係で住所が転 々 と変

わ っ た 。 そ の た め に、李登輝 も父親 の 勤務に よ り 3

回 小学校を転校 した 。

（注 5）
小学校に入 る前 の 李登輝

は 聞南語を母語 と して い た 。

　因 み に 、閲南語 の 閾は 福建省 の 古代 の 地名 の 略称

で あ り 、 閲南語 は福建省南部 の 方言で あ る 。 明 、 清

の 時代、福建省か ら大量の 移民が台湾に 集 まり、そ

れ で 現在 、 台湾住民 の 大部分は 日常生活上闘南語 を

使用 して い る c

　戦後、台湾を治め に来 tc国民党政権の 重要入物 で

あ る蒋介石 、 蒋経国父 rは大陸浙江省出身 の 外省人

で あり、浙江訛 りの 強 い 北京語 は話せ たが、閲南語

は 話せ なか っ た
。 彼 らの テ レ ビ や ラ ジオ な ど の 演 説

は
一般の 人々 に は ピ ン と来な い

。 説得力が な い た め

に 、 人 々 の 心 を打っ こ とが で きなか っ た 。

　 しか し李登輝総統 は違 う。 外省人が 多い 場合 、 李

登輝総統は北京語 を使 い、本島人が多 い 場合、閙南

語を話す 。
っ ま り、 聴衆 の 使用言語 を配慮 して 、自

分 の 話す 言語を選択す るわ けで ある 。 彼 は母語 の 閲

南語を自由臼在 に操 り、 演説で は 、 聞南語の 俗語や

こ とわ ざ などを よ く引用 し、台湾民衆の 共感 を呼ぶ 。

　 例え ば、1992年 の 元旦 の 祝辞で は北京語 の 「飲

水思源」 （水を飲む と きはそ の 源を考え る 。
っ ま り、

もとを忘 れて しまわ な い と い う意味 で あ る）を 「吃

菓子拜樹頭」 （果物を食 べ る とき 、 果 樹の 根 っ こ を

忘れ ぬ と い う意味）な ど と台湾 の こ とわ ざ に巧妙 に

置き換 え て 、優れた 話術の 効果を収め た 。

　 司馬遼太郎 との 対談 の 中で、李登輝総統 も台湾語
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李登輝総統 の 言語文化体験に つ い て

東呉大学 日文系 副教授 荘 隆　福

一
、 は じめ に

　 1988年 1 月 ユ3 日 、 蒋経国総統の 急逝 で 、李登輝

副総統は憲法 の 規定に よ り 、 司法院林洋港院長 の 監

督の も と に総統に就任 した e そ して 、 従来、あま り

知 ら れ て い な か っ た李登輝総統の 生 い 立 ちが急に 脚

光を浴 び始 め た
。

　 こ れ ま で の 大陸出身 の 「中華民国」総統 と違 っ て 、

大陸の 経験 を持 っ て い な い 李登輝 は
、 正 真正銘 の 台

湾本土出身の 総統 で あ っ て 、 22歳 ま で 日本 の 教育

を受 け、 H 本語 を話 し、日本 の 国籍を持 っ て い た、

ユ ＝ 一ク な政治家で あ る 。 彼の 台湾民 主化 に 対す る

影響や政治改革の 功罪な ど に つ い て は論争が 多 い け

れ ど も、 本論 は李登輝の 言語文化の 体験 に つ い て 探

求 しよ うと考え て い る 。

二
、 出　身

　　　祖先は 客家人だ っ たが 、

　　　　　 李登輝総統は 客家語が で きな い

　 1923年 （大正 12年） 1 月 15N
、 李登輝は 台湾

台北県 Ii芝郷埔坪村埔頭坑 151号の 源興居 に生 まれ

た
。 父は李金龍 、 母 は 江錦で あ る。 李登輝の 家系図

に よ る と、祖先は福建省永定県湖坑郷奥沓樓
一．
ド村 の

客家 （ハ
ッ カ ）人で ある。

　因み に福建永定 の 客家入 の 中に 3 人の 国 家元 首が

現れ た
。

っ ま り シ ン カ ポ ール の リ
ー ・ク ワ ン ・ユ ー

〔李光耀）、そ して フ ィ ソ ッ ピ ン の ア キ ノ と台湾 の 李

登輝で あ る D しか も、り一 ・ク ワ ン ・ユ ーと李登輝

は同 じ系譜に属 して い ると い う♂
注 U

　「台湾永定同郷会」 の 李氏宗族 の 提 供 した 系譜か

ら見 ると、李登輝
一

族 が台湾海嫉を渡 っ て 台湾北 部

に 定住 した の は 14 代の 李崇文と李嵩文の 時で ある 。

彼 ら は 開西 （福建省西部）の 客家人 で あ っ た
。

　 客家人は もと もと華北あ た り に住ん で い た漢民族

で あ っ て 、 戦乱 の た め に華南に 移 り、 現地 の人 々 と

あ ま り融合せ ず に
、 長 い 歴史の 流れ の 中 に 、 い っ ま

で も祖先 の 風俗 習慣 と文 化 、 言語 を守 っ て い る。

「客家」 と い う言 葉に は 「外地か ら来た 人 」 「よ そ も

の 」「異郷人」 など の ニ ュ ア ン ス が含 まれ て い る 。

　 客家語は中国古代 の言語 の
一

っ で あ っ て 、 黄河流

域 の重要言語だ っ た 。 歴史上、客家 人の 5 回 （秦 、

東晉 ・唐 の 末期 、 南宋、明の 末期） の移動に よ り、

客家語の 分布 の 範囲 も広 くな っ た 。 今 H 、客家人の

居住 地域 は 江西、福建、広東 、 広西 、 湖南、四川 、

安徽、山曲、陜西 、 海南島、台湾な どで 人 口約六千

万人あ る 。 各地 の 客家語 は訛 りが多少違 っ て も、 意

味伝達 に お い て はあ ま り差 し支え な い
。

　客家人は 戦乱 を逃れ るため 、 転々 と各地 に 集団移

動 した の で 、精神上 い っ も被害意識 が強 い
。 政治 の

圧迫 に 対する反抗心が盛ん で あ る故 に 、革命家や政

治家が 輩 出 して お り、元の 時代 の 文天祥、太平天国

の 洪秀个 、 近代の 孫文 、 現 代 の 剴｛小平、 リ
ー ・ク ワ

ン ・ ユ ー
と李登輝などが有名な例 で あ る 。

　李登輝の 母親江錦 の 祖先も福建省永定県か ら移民

して 台湾北部iこ定住 した 客家人 で あ るた め に 、 李登

輝 の 性格を研究す る場合 、 客家人 の 性格の 要素を抜

き に して 語 れ な い と思 う 。 客家人 の 性 格に つ い て 松

本
一

男 は次の よ うに 述 べ て い る 。

〔1） 努力 し苦労に 堪え る

〔2｝ 堅 い 意志を持 っ

13｝ 勤勉な 態度を取 る

輿 　団結心 を も っ て 外敵に 向か う

　な お 、客家人 の 風俗習慣 と して よ く知 られ て い る

の は次 の よ うな も の で あ る 。

［1） 仕事 しやす い 目的 と、戦乱か ら逃れ やすい 冒的

　で 、 婦・女 は纏足 しな い
。

  　損先 の 骨壷 を背負 っ て 、旅 して 、 定住の村 に 墓
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